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ハイジの村で知られるマイエンフェルトの田園風景
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あ
の
忌
ま
わ
し
い
東
日
本
大
震

災
か
ら
早
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
産
学
官
挙
げ
て
の
懸
命
の
尽

力
を
持
っ
て
し
て
も
残
念
な
が
ら

復
旧
・
復
興
途
半
ば
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
今
回
の
震
災
の
甚

大
さ
・
複
雑
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。復

興
予
算
は

兆
円
か
ら

兆
円
に
増
加
さ

れ
ま
し
た
が
、
人
手
不
足
、
資
機

材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で

数
年
に
わ
た
る
公
共

事
業
削
減
の
た
め
、
将
来
見
通
し

の
立
た
な
い
中
で
や
む
を
得
ず
人

手
と
資
機
材
を
切
り
詰
め
耐
え
し

の
ん
で
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
必

然
と
も
言
う
べ
き
結
果
で
す
。

国
土
強

化
の
し
っ
か
り
と
し

た
見
通
し
を
示
し
、
中
央
と
災
害

現
地
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
、

或
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
を
解
消
し
つ
つ
、
非
常
時
対
応

措
置
等
国
力
を
上
げ
て
復
旧
・
復

興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
幸
い
に
復
興
庁
、
東
京
電
力

に
お
い
て
現
地
組
織
の
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
即
断
即
決
に
よ
る

復
旧
・
復
興
の
迅
速
化
、
更
な
る

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

長
年
国
道
６
号
の
維
持
管
理
活

動
を
続
け
て
き
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ

ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
の
「

年

後
の
故
郷
に
贈
る
『
ふ
く
し
ま
浜

街
道
・
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
」
の

よ
う
な
自
主
的
・
自
発
的
な
取
り

組
み
に
対
す
る
し
か
る
べ
き
支
援

も
大
切
で
す
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き

ま
す
。
日
頃
か
ら
の
備
え
、
「
櫛

の
歯
作
戦
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
い
ざ
と
い
う
時
の
安
全
・
安
心

確
保
の
た
め
、
現
地
の
諸
事
情
を

熟
知
し
て
い
る
地
方
整
備
局
等
の

行
政
建
設
機
関
と
、
地
域
建
設
企

業
の
し
か
る
べ
き
存
続
が
不
可
欠

な
の
で
す
。

今
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
復
旧

・
復
興
を
成
し
遂
げ
、
経
済
再
生

か
ら
持
続
的
・
本
格
的
な
日

本
再
生
へ
の
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
で
す

防
災
・
減
災

本

格
的
な
維
持
更
新
、
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
等
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
に
は
、

更
な
る
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間
の

知
恵
と
力
と
資
金
の
活
用
、
財
政

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
機
動
的
・

弾
力
的
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

復
興

経
済
再
生
か
ら
日
本
再
生
へ
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海
に
四
方
を
囲
ま
れ
た
日
本
人
は
、
海
の
豊
か
さ
、

住
み
や
す
さ
、
海
外
と
の
繋
が
り
を
求
め
て
、
こ
れ
ま

で
海
際
に
住
ん
で
き
た
。
海
際
は
、
海
と
人
間
社
会
の

接
す
る
空
間
。
わ
が
国
の
海
際
は
、
人
口
の
５
割
、
工

業
出
荷
額
４
割
を
は
じ
き
出
す
。

「
際
」
は
、
異
種
の
も
の
が
接
す
る
空
間
。
こ
の
た

め
、
接
す
る
相
互
の
関
係
で
そ
の
空
間
は
異
な
る
。
対

立
す
れ
ば
、
係
争
の
場
と
な
る
か
閉
鎖
さ
れ
た
場
に
な

る
。
互
い
に
相
手
を
尊
重
し
、
認
め
、
受
け
入
れ
連
繋

す
れ
ば
、
相
互
が
持
つ
異
種
な
も
の
が
混
じ
り
合
い
、

新
た
な
文
化
や
モ
ノ
が
創
出
さ
れ
る
。

今
回
の
震
災
で
多
く
の
犠
牲
を
出
し
た
東
日
本
太
平

洋
沿
岸
部
の
「
海
際
」
。
人
々
は
、
風
光
明
媚
で
豊
か

な
漁
場
を
持
つ
海
、
生
産
供
給
基
地
の
拠
点
と
し
て
世

界
と
繋
が
る
海
を
求
め
て
、
海
際
に
活
動
の
場
を
形
成

し
て
き
た
。
今
回
、
求
め
て
き
た
海
が
人
間
社
会
に
牙

を
向
け
た
。
「
禍
は
進
化
す
る
」
。
寺
田
寅
彦
の
言
葉

で
あ
る
。
自
然
の
脅
威
に
無
頓
着
に
な
っ
た
人
間
に
対

す
る
警
告
で
あ
ろ
う
。

今
後
人
間
社
会
は
、
海
際
で
如
何
に
海
と
付
き
合
っ

て
い
く
べ
き
か
。
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

海
と
対
立
し
て
、
襲
い
来
る
津
波
に
対
し
て
高
い
堤
防

や
防
波
堤
を
作
っ
て
海
際
を
守
っ
て
き
た
。そ
の
結
果
、

今
回
は
そ
の
対
立
に
負
け
、
つ
ま
り
外
力
が
想
定
を
超

え
、
堤
防
や
防
波
堤
は
壊
れ
大
量
の
海
流
が
港
や
市
街

地
に
流
れ
込
み
壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
し
た
。人
々
も
、

津
波
の
怖
さ
を
軽
ん
じ
避
難
し
な
か
っ
た
り
避
難
が
遅

く
な
っ
た
り
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
で
た
。

人
間
が
自
然
界
の
一
員
で
あ
る
限
り
、
海
も
持
つ
美

し
さ
や
豊
か
さ
と
も
に
そ
の
脅
威
も
受
容
し
、
程
よ
く

付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
船
が
往
来
す

る
港
で
は
、
入
口
が
完
全
に
防
波
堤
で
閉
鎖
で
き
な
い

た
め
、
津
波
の
来
襲
を
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

た
め
、
港
内
に
は
津
波
が
収
ま
っ
た
後
す
ぐ
に
利
用
で

き
る
壊
れ
な
い
施
設
を
整
備
し
た
り
、
そ
こ
で
働
い
た

り
訪
れ
た
人
々
が
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
施
設
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
「
利
用
と
防
災
の
両
立
」
で
あ
る
。

自
然
と
連
繋
す
る
こ
と
を
設
計
思
想
と
す
る
親
水
性

構
造
物
は
、
人
間
の
持
つ
感
性
で
あ
る
審
美
感
や
危
機

感
を
通
し
て
「
海
際
」
で
の
海
の
美
し
さ
に
親
し
み
、

そ
の
怖
さ
を
知
る
た
め
、
護
岸
の
高
さ
を
あ
え
て
低
く

す
る
。
護
岸
を
波
が
越
え
て
も
壊
れ
な
い
よ
う
に
背
後

の
施
設
も
設
計
す
る
。
瀬
戸
内
海
に
沈
む
夕
陽
が
美
し

い
香
川
県
高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
の
親
水
性
防
波
堤
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
一
人
の
犠
牲
者
も
い
な
い
。

一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

八
尋
明
彦

イ
ス
に
学
ぶ
国
防

国
防
と
は
何
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

で
経
済
面
ば
か
り
論
議
さ
れ
る

が
、
国
防
の
基
本
は
軍
備
と
食
料

・
医
薬
品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄

だ
。
ス
イ
ス
と
い
え
ば
日
本
人
は

永
世
中
立
国
と
ア
ル
プ
ス
観
光
を

思
い
浮
か
べ
る
。
永
世
中
立
国
と

は
、
ス
イ
ス
は
な
ぜ
永
世
中
立
国

か
、
観
光
立
国
が
な
ぜ
成
り
立
つ

か
、
ス
イ
ス
に
学
ん
で
み
た
い
。

ス
イ
ス
の
国
土
面
積
は
九
州
程

度
の
４
０
０
万
㌶
、
農
耕
地
は
１

０
０
万
㌶
、
放
牧
地
は
山
岳
森
林

地
帯
に
１
０
０
万
㌶
で
残
り
は
森

林
だ
。
人
口
は
７
５
０
万
人
、
食

料
自
給
率
は
約

％
。
国
民
皆
兵

が
国
是
で
徴
兵
制
度
が
あ
る
。
国

軍
は
約
４
０
０
０
人
の
職
業
軍
人

と
約

万
人
の
予
備
役
で
構
成
、

〜

歳
の
男
性
に
兵
役
義
務
が

あ
り
女
性
は
任
意
だ
。
男
性
の
大

多
数
は
予
備
役
軍
人
で
、
各
家
庭

に
自
動
小
銃
（
予
備
役
将
校
は
自

動
拳
銃
も
）
が
貸
与
さ
れ
、
定
年

ま
で
各
自
が
保
管
す
る
。

ス
イ
ス
は
１
６
４
８
年
、
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
独
立
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
以
降
の
欧
州
体
制
を
決
め
た

１
８
１
５
年
の
ウ
イ
ー
ン
会
議
で

「
永
世
中
立
国
」
と
し
て
認
め
ら

れ
た
。
ス
イ
ス
は
国
土
の
状
況
か

ら
食
料
が
自
給
出
来
ず
、
金
を
稼

が
な
け
れ
ば
食
べ
て
行
け
な
い
。

ス
イ
ス
の
銀
行
や
保
険
が
世
界
的

に
有
名
な
理
由
だ
。
銀
行
や
保
険

以
前
に
稼
ぐ
方
法
は
傭
兵
稼
業
。

傭
兵
に
な
ら
な
け
れ
ば
食
え
な
い

国
民
だ
っ
た
。
傭
兵
は
強
く
な
け

れ
ば
ど
の
国
も
雇
わ
な
い
。
山
岳

民
族
の
ス
イ
ス
の
傭
兵
の
強
さ
は

歴
史
的
に
有
名
。
ロ
ー
マ
時
代
は

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
領
内
侵
入
を
食

い
止
め
る
た
め
雇
わ
れ
た
。
ち
な

み
に
ロ
ー
マ
に
あ
る
バ
チ
カ
ン
市

国
の
衛
兵
は
ス
イ
ス
人
で
、
バ
チ

カ
ン
が
雇
っ
た
傭
兵
で
あ
る
。

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を

台
に
し

た
１
６
１
８
年
か
ら
の

年
戦
争

当
時
、
ま
だ
国
で
な
く
市
単
位
の

ス
イ
ス
盟
約
者
会
議
は
、
外
国
軍

隊
の
領
内
通
過
を
禁
止
し
た
。
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の

強
国
に
挟
ま
れ
、
常
に
国
内
を
他

国
軍
が
通
過
し
市
民
の
安
全
を
脅

か
し
た
か
ら
。
安
全
確
保
の
た
め

１
６
４
７
年
、
ス
イ
ス
国
境
警
備

隊
が
創
設
さ
れ
ス
イ
ス
式
武
装
中

立
が
ス
タ
ー
ト
、
国

民
皆
兵
の
歴
史
は
こ

の
時
に
創
ら
れ
た
。

武
装
中
立
後
も
ス

イ
ス
の
産
業
と
し
て

傭
兵
稼
業
は
続
き
、

フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ

世
は
傭
兵
を
シ
ス
テ

ム
化
。
以
降
、
他
国

の
戦
争
で
中
立
国
の

ス
イ
ス
人
が
各
国
軍

隊
に
加
わ
り
殺
し
合

う
こ
と
も
。
典
型
例

が
１
７
０
１
年
か
ら

の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦

争
。
ス
イ
ス
人
傭
兵
の
構
成
は
フ

ラ
ン
ス
軍
２
万
３
０
０
０
人
、
オ

ラ
ン
ダ
軍
１
万
３
０
０
０
人
、
サ

ヴ
オ
イ
軍
５
０
０
０
人
、
ス
ペ
イ

ン
軍
３
０
０
０
人
、
ド
イ
ツ
ラ
イ

ン
都
市
連
合
軍
２
０
０
０
人
。
ス

イ
ス
人
は
血
を
売
っ
て
食
物
を
買

う
と
言
わ
れ
た
。
永
世
中
立
の
背

景
に
あ
る
血
の
歴
史
が
、
ス
イ
ス

が
国
民
皆
兵
で
武
装
中
立
で
あ
る

意
味
を
物
語
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
で
ス
イ
ス
は

ス
ェ
ー
デ
ン
と
と
も
に
中
立
を
守

っ
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
の
封
鎖
で
食

料
輸
入
が
止
ま
り
食
料
難
に
陥
っ

た
。経

験
か
ら
ス
イ
ス
は
憲
法
で
食

料
備
蓄
を
義
務
付
け
た
。
歴
史
と

地
政
学
か
ら
国
民
が
飢
え
な
い
戦

略
を
策
定
し
た
の
だ
。
当
初
の
国

防
上
の
理
由
か
ら
、
現
在
は
経
済

政
策
の
領
域
ま
で
政
策
対
象
を
拡

大
。
食
料
の
供
給
危
機
を
も
た
ら

す
要
因
が
軍
事
的
脅
威
か
ら
自
然

災
害
、
事
故
、
伝
染
病
、
テ
ロ
リ

ズ
ム
、
資
源
供
給
国
の
紛
争
、
気

候
変
動
、
資
源
枯
渇
な
ど
へ
移
り

つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

農業と国土
ＮＰＯ生物多様性

農業支援センター

理事長 原 耕造

宮元幹茂支配人

埼玉県最西端の秩父・多摩・甲 国立

公園内にあり、奥秩父の山並みに囲まれた荒川源

流域の道の駅です。一番の自慢は、関東屈指の強

塩化物泉の天然温泉日帰り入浴施設「遊湯館」で

す。地産そば粉の純手打ちそばが人気の食事処、

特産物販売センター、歴史民俗資料館があります。

埼玉県秩父市大滝4277－2

国道140号 0495－55－0126

小林勉支配人

眼下に広がる日本海の大海原にイルカ

の群れが出没し 来駅者に大変喜ばれている 海辺

の交流 台 です 名物は、 年前の開業以来大好

評の「海鮮たこやき」。大玉でタコ・海老・ホタ

テの食感に海を感じていただけます。いちじく「蓬

莱柿」の産地で、姿煮など加工品が沢山あります。

島根県出雲市多伎町多岐135－1

国道9号 0853－86－9080

星清孝駅長

尾瀬への玄関口に位置し、地元の「田

島祇園祭」は日本三大祇園祭に数えられます。当

駅周辺にトレッキング等が楽しめる湿原や山々、

スキー場も数多くあり、一年を通して四季折々の

自然と親しめます。寒暖の差が育んだ特産品「南

郷とまと アスパラガス は人気が高くおすすめ

福島県南会津町糸沢男鹿沼原3242－6

国道121号 0241－66－3333


